
開催記録 

Japan-YWP「水×SDGs」オープン・ワークショップ 

～SDGsの日本ごと化・自分ごと化・水ごと化～ 

2020年1月25日（土）9:45-11:45　於 連合会館 

　当日のワークショップで参加者が分かれたテーブルごとに、当日の議論の成果を各ペー
ジでまとめています。背景をはじめ、当日のワークショップの内容については、報告書　
（3月16日発行予定のJapan-YWPニュースレター第19号に掲載）をご覧ください。 

（各ページの構成）

『テーブルで打ち出された、水業界が目指すべき目標案』
【テーブルで考えたチーム名】

・模造紙や議論の様子の記録

・当日の議論の概要

・目標を導く際に参考にしたSDGsターゲットの一覧
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『みんなでつくるみんなの水：めぐる水、つながる水～四方よしの理念で～』 
【チーム：清水】 

 
 
　このテーブルで検討したSDGsターゲットの構
成要素を見ると「水へのアクセス」が前面に出
ていますが、今回はそのアクセスを支える構造
について話が盛り上がりました。それを構成す
る要素として「理念」「提供側」「受ける（顧
客）側」「阻害要因」「対処方法」の５つに整
理することができました。日本では、顧客から
提供側に対するアプローチ（カスタマーエン
ゲージメント）が促進されたらいいな等の意見
も出てきました。 
　​まとめる段階では提供側だけでなく、顧客を
巻き込み、みんなでつくる水、みんなで支えあ
う水、ヒトを支える水という文言を組み合わせ
る形で議論が進みました。三位一体からむ四位
一体で水業界を盛り上げていきたいです。構成
員の皆様が非常に優秀で、皆様すでに清水の舞
台から飛び込んでいました(笑) 
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『レジリエントの実現～一生によりそう上下水道～』 
【チーム：水にこだわる麺好き】 

 

 
　このグループは、「持続可能」や「強靭」という言葉がキーワードになっているため、"
レジエント"を軸にその他のキーワードとの関連を見ていきました。その中で、人間の生活
環境や寿命の変化から、今の持続可能性や強靭性が将来の自分達を守り支えてくれるとい
う認識が一致しました。では、"レジリエント"とは何か？と考えた結果、①当たり前が当
たり前でなくなることや、水インフラは作ったらおしまいではなくメンテナンスしなけれ
ばならないことを住民に理解してもらう②物は壊れるということを前提に考え、壊れた場
合にどう復旧すべきかを深慮するなど、ソフト面とハード面の両方を整備すべきと考えま
した。それらが、レジリエントの実現に繋がり、人生によりそう上下水道（水インフラ）
になるという結論に至りました。 
 

 
  

3 



 

『未来へつなげる資源経営』 
【チーム名：GIFU (​ガ​ンバレ ​イ​コウ ​F​uture ​U​ltimate! )】 

 
　自然環境に関連するワードが見られました。そ
の中から抽出されたキーワードは、①未処理排水
の再生利用、水質改善、生態系の保全・回復・持
続可能な利用といった大きな目標、②森林経営、
資金調達といった目標を実現するための手法、に
大別されました。私たちはこれらのキーワードか
ら、水・森林・生物多様性などの「資源」の持続
可能な利用を実現するためには、継続的に資金を
調達する「経営」的な視点が必要であると考えま
した。また、将来に渡って持続可能性を継続して
いきたい、という思いを「未来へつなげる」とい
う文言に込めました。 
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『持続可能なサイクル～コンパクトシティー～』 
【チーム：NEWS エンジニア】 

 
 
 
　当初想定していた「水・食・エネル
ギーがつながる豊かな暮らし」という
目標が、資源全体のサイクル、さら
に、水源/エネルギー利用/廃棄物/再生
のそれぞれの場面でのサイクル双方の
持続可能なサイクルの結果、コンパク
トな都市開発を目指すという具体的な
目標の議論へと進展していきました。 
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『透明で人にやさしい組織～私たちは「水」になる～』　 
【チーム：亀楽】 

 
 
　ターゲットの一覧からは➀情報の
透明性やアクセスしやすい開示の仕
方➁すべての人にとっての働きやす
さ➂柔軟で平等な意思決定といった
キーワードが抽出されました。一見
ばらばらに見えるキーワードの共通
点はなんだろう？という議論を通じ
て、「組織」の透明性（情報、意思
決定において）、すべての人（利用
者、従業員を含むすべての人）にや
さしい「組織」といった言葉にたど
り着きました。”透明で””やさしい”
もの、といえば………『水！！！』
そうか、私たちも水のような組織を
目指していこう。そんな気持ちでサ
ブタイトルも付けました。 
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『ひらく勇気』　 
【チーム：前のめり】 

 
　SDGsターゲットからは、①様々な組織や企
業との間の効果的なパートナーシップ、②地域
とのつながり、③教育や発信を通じた水に配慮
したり、危機に対応できるライフスタイルの浸
透、④国内外のプロフェッショナルの人材育
成、といった点が見えてきました。 
　ここから、新たな価値を発見し、多様な評価
軸で成長を考えて行くことが重要だという意見
が出てきました。例えば、観光業に古い施設を
活用したり、雨水の配管に流れる水量を通じて
天気予報に活用したり、といった具合です。攻
めの姿勢で新たな試みをやってみれば、そこか
らつながりが生まれ、付加価値が生まれるので
はないか。そのために、個々人のアイデアを、
自分の組織を、水セクターを、開いていく、言
い換えれば積極的に関りを見出していくことが
重要で、その勇気を出していけるようなインセ
ンティブを導入していくべきではないか、と
いった考えにたどり着きました。 
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